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保育園・育成クラブ共に毎日の積み重ねを大切にしています。日々関わる大人が子どもの特性

を踏まえ環境を整え、子ども自身で伸びる力をサポートします。少しずつの繰り返しの中で成長

し、自信をつけることを大切にしています。 

 

＊問い合わせ先＊ 

山子屋保育園           山の子 LIVES（放課後児童育成クラブ） 

〒666‐0153               〒666‐0105 

川西市一庫字区田 3－1           川西市見野 2－24－9 山下見野ビル 2 階 

℡ 072‐795‐0373            ℡ 072-794-8375 

 ＊ホームページ＊  https://yamagoya-yamanoko.com 

やまごやしんぶん  ２０２４年.冬 

山子屋保育園 山の子 LIVES 

   川西市一庫字区田 3－1 

    ℡ 072‐795‐0373 

 

 今年の夏はとても暑かったですね。ようやく季節が進み過ごしやすくなりましたが、秋は短いよう

でもう寒い冬がやってきます。最近の夏は暑さのため外で思い切り水遊びがしにくくなってきました

が、保育園では室内で氷や小麦粉を使った感触あそび、夏祭りごっこやおばけごっこをして楽しく夏

を過ごしました。秋はあちこち散歩へ出かけたり、秋の味覚を堪能している子どもたちです。 

さて今回は、最近気になる子どもの経験不足について特集しています。家庭の中で少し意識すると、

のちのちの子どもたちの育ちにも影響が。おすすめの休日の過ごし方など参考にしてください。 

 

 

 

 

 

                            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実体験から学ぶ 

 やまごやしんぶんでも度々お話していますが、子どもたちの育ちには実体験がとても

大切なのはご存知かと思います。しかし、世の中はどんどん便利になり、ネット社会にな

ってきて自分で経験する機会が益々奪われています。子どもにとってこの状況は危機的

で、少しでも保育園や家庭でも意識していきたいところです。保育園では昨年まで毎年お

買い物ごっこをしていましたが、ネットで買い物する家庭が増え、物を買うということが

イメージできない子どもも増えてきました。そこで今年は実際にお買い物へ行き、物を選

ぶということやお金のやり取りが必要なことなど実体験を育む取り組みをしています。 

では、なぜ実体験が大切なのでしょうか。子どもたちと話していると言葉を知らないこと

を多く感じます。単純な物の名前だけでなく、気持ちなどを表現する形容詞も知りませ

ん。自分の嫌だなの気持ちを相手に伝えるのも全て「うざ」などで終わらせてしまいます。 

物の成り立ちや身体の使い方を知ったり、自分で感じたり工夫したりする経験を乳幼児期

にたくさんした分だけ、知識と体験がつながり、論理的思考や応用力、ひらめき力にもつ

ながっていきます。自分を表現したり、人と関わったり、また学習をする際にも大きな影

響があり、生きていく土台となる部分です。 

難しいことのように感じますが、日々の生活の中で少し意識を持っているだけで大きな

力となります。保育園で遠足や散歩で利用するおすすめスポットや家庭での過ごし方など

ポイントを特集していますので、参考にしてみてください。 

 

 

～LIVES での一日～ 

 

宿題 

 学校から帰ってきたら宿題！の習慣ができているので、自分

たちで準備して始めています。分からないことは支援員だけで

なく、年上の子どもに聞けるのも学童のいいところです。 

自由遊び 

 工作したり、ゲームしたり楽しん 

でいます。将棋が大ブームで、プロの 

囲碁棋士の方に来てもらい、囲碁にも 

チェレンジしています。外国の支援員とも 

楽しくコミュニケーションを取っています。 

手作りおやつ 

         毎日の手作りおやつは 

子どもたちの楽しみの一つ。秋は栗おにぎ

りにスイートポテト、旬の果物など 

毎日美味しく食べています。 

そろばん・自学 

 そろばんだけでなく、自分の興味のあること、苦手なことな

どの学習をして、学習力を定着させています。 

 

                 

 

＊毎日決まった時間の流れ

で、スムーズに次の活動に移

ることができる。 

＊部屋が学習と遊びの部屋に

わかれているので、集中して

学ぶ、思いっきり遊ぶと切り

替えができる。 

 

＊夏休みは毎年恒例のデイキ

ャンプ、映画観賞会や子どもた

ち企画の夏祭り、室内を借りて

体育遊びなど様々な行事が盛

りだくさん。 

 

＊広場を貸し切って遊びに行く

のも楽しみの１つ。大繩や鬼ご

っこが流行っています。 

 


